
令和元年度第１回利根町地域自立支援協議会 議事録 

 

日時：令和元年１１月２７日（水）１３時３０分～  

          場所：利根町役場５－Ａ会議室 出席委員：１３名  

 

 

協議内容  

 

１．各部会の活動状況について  

（１）相談支援部会からの活動報告 

  以前からのひきこもりの課題と対策を話し合い，どのようにひきこもりを発

掘するかの結論は出ない。現状は家族か本人のアクションによりひきこもりで

あること知る。誰がひきこもりかという把握は中々困難である。民生委員でも

ひきこもりの委員会を設置されているので協力していきたい。その他，精神疾

患の入所先とショートステイとロングステイの課題の意見交換を行った。個別

ケースの課題は次回の会議に持ち越しとする。  

 

（２）防災部会からの活動報告  

   精神障害の方について記事を書きたいが精神は複雑すぎて難しい。発達障害

も視野に入れているが，今後は専門家を入れて意見を取り入れていきたい。  

   また，台風１５号，１９号の時の無線放送が聞こえなかったという声をよく

聞くが，利根町では，防災無線（スピーカー付き）の車は何台保持している

のか？ 

（事務局）利根町では，消防指令車・交通安全指導者・№10 プロボックスの３台で

あり，消防団車両１５台である。 

 

２．精神障害にも対応する地域包括ケアシステム構築について  

   利根町障がい者プラン（障害者計画，第５期障害福祉計画，第１期障害児福祉

計画）にも掲げているように，Ｈ３２年度末までに協議会やその専門部会などの

保健，医療，福祉関係者による協議の場を設置することを基本とする。とあり，

その協議の場を利根町は，利根町地域自立支援協議会に設置したいと考えている。

その概要等を事務局から説明。 

（委員）長期入院している方が退院後，地域で暮らしていけるか？と議論していく

場である。暮らしていけるために足りないものは何か？通院先は利根町にあるか？

など話していく場である。  

（委員）個別ケース検討よりも，そこから上がってきた課題を拾い上げて，政策に



提言していくことを目指すことだ。 

（委員）これからも，相談部会で個別ケースをしっかり話し合い，そこからの課題

をこの場で議論していく場にしていくことが必要。 

（委員）次回皆さんの意見を聞いて，方向性を定めて行くこととする。  

 

３．前回から引継ぎとなっている協議事項  

（１）ひきこもりの支援についてのため相談支援部会の活動報告と同様。  

 

４．その他  

 就労訓練系サービス利用時の交通費について  

（委員）就労訓練系サービス利用時の交通費について平成２８年７月に企画財

財政課と協議をしていくとなったが予算が取れなかったとのことだったが，今後

の見解を協議したい。  

（委員）どのくらいの人数からの要望なのか？  

（委員）生活介護を受け持っている利用者さんから利根町は補助が出ないの

か？と意見をもらった。近隣は取手市が補助を受けている。我孫子や柏に通って

いる人もいるので。  

（委員）現在の障害者プランに盛り込まれているのか？  

（事務局）盛り込んでいないです。  

（委員）障害者プランに挙がってないものは，難しいのでは。  

（事務局）障害者プランだけでなく，実施計画に挙げて，財政課を通し論議が

必要になってくるので，今後また検討して行きたいと思います。  

（委員）利根町は交通アクセスが悪いから，通ってくれる事業者がいれば見守

りは手厚くなるが，それがなければ，家にいるしかなくなる。そうなると，将来

の利根町のためにならないのでは？色んな観点で論議してほしい。  

 

 居宅介護サービスの事業所の空き状況と緊急一時保護の体制について  

（委員）居宅ヘルパーの人でが減り，利用できる事業所が減っているので利根

町での事業所の現状について聞きたい。アコモードさんはどうか？  

（委員）余裕はないが，なんとか提供を行っている。  

（委員）社協の計画を立てる時はどうしているか？ 

（委員）探すのにとても苦労している。  

（委員）精神障害の人への居宅介護の受け入りが減っている。  

（委員）減っている理由はスタッフがいないのも原因。  

（委員）障害の人が高齢者になったら，介護の方でサービスを受けるが，引き

続きこの問題は続いていくことになる。  



（委員）緊急一時保護の件だが，地域生活支援拠点の整備につながるが，緊急

で一時預かりや保護を行う必要がある場合，利根町はどうしているのか？  

（事務局）まだ，社会的資源的にも困難であり，圏域の市町村で協議していき

たい。緊急時一時保護の実績はない。  

災害時の避難行動や福祉避難所について  

（委員）福祉避難所があるが，住民の方に浸透していないのでは？  

（委員）一時避難場所で民間も提供しているが詳細は把握出来ていない。  

（事務局）総務課で協定を結んでいるが詳細を各事業所と話を詰めていく必要

もある。 

（委員）水害で土地が低いところがあるので，利根町役場本庁が一番よいので

は？  

（事務局）その意見は各方面から意見はいただいているが，今のところは現状

のとおりの場所で避難所を開設していく。  

 

次回の協議内容  

 

（１）各部会の活動報告  

（２）障害者にも対応する地域包括ケアシステムの構築について  

 

 

 


